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１．こども自身からＳＯＳを発信できるツールづくりについて 

 令和５年４月１日施行のこども基本法で、国のこども大綱

を勘案して市町村ごとにこども計画を作成するよう努力義務

が課せられたことにより、本市においても、次年度施行のこ

ども総合計画を本年度中に策定する予定である。この計画を

策定するに当たり、数あるこどもに関する現在の課題の中か

ら、以下確認する。 

 こどもの権利条例、こども基本法により、こどもたちには

知る権利、表現する権利がある。情報過多の現在では、正し

い情報を知る権利を保証し、自ら考え、自ら発信できるよう

な環境をつくるべきである。 

 本年４月にこども家庭課により発行され、中学３年生を対

象に配付予定の冊子、子どもの未来応援ガイドブックの内容

は、こどもたちに起き得る困り事について広く詳しく掲載さ

れ、大変充実した仕上がりとなっている。 

 この冊子をもとに、困り事の場面からスタートするフロー

チャートを作成し、こどもたちに配布されているＧＩＧＡタ

ブレット内でこども自身が自由に閲覧したり、検索したりし

て、困り事を自分事として捉えられるような仕組みをつくれ

ないか。 

２．年度を通しての保育の場の確保について 

 少子化対策プランを考える材料として、直近10年間におけ

る待機児童及び保育保留児童の推移について統計を出してみ

ると、これまで毎年、年度の後半に待機児童数及び保留児童

数の増加を繰り返している結果は、一目瞭然である。 

 待機児童とは、市内のどこの園でも構わないので入園を希

望し、入園がかなうまで待機する児童を指し、保留児童は、

市内どこでもとはいえず、ある一定の範囲内での入園の希望

があり、希望する園への入園がかなうまで待機する児童のこ

とである。 

 保育園落ちた日本死ね、で話題になったのは待機児童の件

であるが、保留児童については、特に公表もされていないた

め、あまり知られていない数値である。 

 少子化対策として、保育サービスの充実は欠かせないファ

クターであると考えるため、以下について伺う。 

(1) ４月１日現在の待機児童数だけを注視するのではなく、

年度後半の待機児童数と保留児童数について、当局は毎年

認識をしているか。またその情報は、保育幼稚園課内だけ

でなく、市長が把握し、かつ、こども施策を有識者・民間

と共に考えるこども子育て会議にて共有しているか。 

(2) ここ10年繰り返されている状況は、放置しておいていい

案件であるとは到底思えないが、何らかの策を練っている

か。 

(3) 未来のこどもをいかに増やすかを考えるとき、今、まさ

に保育を必要としている保護者に、希望どおりの保育を提
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供することが全ての基本だと考える。 

  女性が妊娠、出産を経ても、予定どおりのキャリア復帰

と収入が保証されることは、産休育休の取得促進につなが

ることに加え、男性の育休は予定どおりに復帰するけれど

も、女性は直前まで復帰時期が分からないといった男女間

の格差も解消され得る。 

  産業界・中小企業にとっても、保育園入園問題は、採用

活動を左右する重大な問題であり、年度を通しての保育の

場の確保は産業支援の基盤と考えるがいかがか。 
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